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その１「学習
がくしゅう

の時
とき

は！」 

１．最後
さいご

まで授業
じゅぎょう

に集 中
しゅうちゅう

して取
と

り組
く

もう 

２．先生
せんせい

の話
はなし

や友
とも

だちの意見
いけん

をしっかり聞
き

いて、じっくり考
かんが

えよう 

３．自分
じぶん

の考
かんが

えをしっかり発表
はっぴょう

しよう 

４．友
とも

だちのよい考
かんが

えを取
と

り入
い

れよう 

【してはいけないこと】 

授業
じゅぎょう

時間
じかん

に遅れる
おく     

・授業
じゅぎょう

の邪魔
じゃま

をする・授業
じゅぎょう

に関係
かんけい

のない

話
はなし

をする・授業
じゅぎょう

を勝手
かって

に抜け出す
ぬ  だ  

・手紙
てがみ

をまわす など 

その２「友
とも

だちに対
たい

しては！」 

１．自分
じぶん

がしてもらってうれしいことを、友
とも

だちにしよう 

２．いつもやさしく接
せっ

しよう 

３．困
こま

っている友
とも

だちがいたら、ほっておかないようにしよう（声
こえ

をかける・助
たす

ける・先生
せんせい

に相談
そうだん

する） 

４．ていねいな言葉
ことば

づかいで話
はな

そう 

【してはいけないこと】 

からかう・冷やかす
ひ     

・無視
む し

する・他人
たにん

の物
もの

を勝手
かって

に使ったり
つか     

、

触った
さわ    

り、わざと壊したり
こわ        

、捨てたり
す     

する・仲間外れ
なかまはず   

にする・

悪口
わるぐち

や陰口
かげぐち

を言う
い   

・怖がる
こわ     

ようなことをしたり言ったり
い     

する・

嫌がる
いや     

ことを無理矢理
む り や り

させる・暴力
ぼうりょく

をふるう など 

その３「先生
せんせい

に対
たい

しては！」 

１．先生
せんせい

の話
はなし

を最後
さいご

までしっかり聞
き

こう 

２．どんなことでも素直
すなお

に正直
しょうじき

に答
こた

えよう 

３．きちんとしたていねいな言葉
ことば

づかいで話
はな

そう 

【してはいけないこと】 

指導
しどう

を素直
すなお

に聞かない
き     

・指導
しどう

を無視
む し

する・からかう・冷やかす
ひ     

・

指導
しどう

に対して
たい    

反抗
はんこう

する・挑発的
ちょうはつてき

な態度
たいど

を取る
と  

・馬鹿
ば か

にしたよ

うなことを言う
い   

・怖がる
こわ     

ようなことをしたり言ったり
い     

する・

押す
お  

、突き飛ばす
つ  と   

、ぶつかるなどの暴力
ぼうりょく

をふるう など 

 

 

その４「その他
た

のルール！」 

１．どんなときでも、よく考
かんが

えて行動
こうどう

しよう 

２．危険
きけん

なことは絶対
ぜったい

にしないようにしよう 

３．時間
じかん

を守
まも

って行動
こうどう

しよう 

４．学校
がっこう

のものやみんなのものを大切
たいせつ

にしよう 

【してはいけないこと】 

自分
じぶん

の机
つくえ

などに落書き
ら く が   

をする・学校
がっこう

の物
もの

を勝手
かって

に使う
つか   

・

学校
がっこう

の物
もの

を壊す
こわ   

 など 

 

 

【保護者の皆様へ】 

  学校では、児童に「ときわっ子の心得」について話をし、

しっかりと行動や態度に表すことができるように日々指導

を行います。特に暴力行為等により、継続的に他人に危害

を加える事案等については、関係諸機関（教育委員会・警

察・子ども相談センター等）と連携するなどして、厳しく

児童に指導を行います。 

ご家庭でもお子様にしっかりと「ときわっ子の心得」が身

に付くように、学習中の態度・友達や先生に接する態度・

ルールを守ること等の大切さについてご指導ください。 

また、インターネットの利用に関するトラブル(SNSやオ

ンラインゲームなど)や、学校外での物や金銭や遊びに関

するトラブルなどについては、保護者の責務のもとで、ご

家庭でお子様と使用についてのルールを話し合ったり、ト

ラブルの解決に向けて当事者家庭間で連携してお子様を指

導したりするなどの対応をお願いします。 

 

【児童がしてはいけないことをした時の主な学校の対応】 

その場で注意・家庭連絡・複数の教職員による個別指導・

数日間の自己を振り返る活動・一定期間の別室における個

別指導及び学習指導・関係機関との連携、指導 など 

＜基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

＞ 

○「ときわっ子
こ

の心得
こころえ

」は、児童
じどう

が「自分
じぶん

も友
とも

だちも充実
じゅうじつ

した学
がっ

校
こう

生活
せいかつ

を送
おく

るために～していこう」といったより高次
こうじ

な思
おも

いを持
も

つ

とともに、児童
じどう

に「してはいけないこと」を自覚
じかく

して自ら
みずか  

を律する
りっ     

ことができるように促す
うなが  

ことを目的
もくてき

として作成
さくせい

したものです。 

令 和 ６ 年 ８ 月 改定 

大阪市立常盤小学校 

ときわっ子
こ

の心得
こころえ

（ときわっ子
こ

ルール） 


